
つなげる力を、明日のために。トークネットのコミュニケーションマガジン「ジョイント」

未来への挑戦［特集インタビュー］

「宇宙とつながる」
会津大学教授・宇宙情報科学研究センターセンター長  出村裕英氏
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クラゲを展示する加茂水族館の円柱水槽。
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特
集
イ
ン
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ュ
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「
宇
宙
と
つ
な
が
る
」

会
津
か
ら
宇
宙
に
迫
る
！

会
津
大
学
の
研
究
が
宇
宙
開
発
に
貢
献

会
津
大
学
教
授
・
宇
宙
情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
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o
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美
し
い
日
本
の
原
風
景
を
次
世
代
に
継
承

「
四
ヶ
村
の
棚
田
」が
実
り
の
秋
を
迎
え
ま
す

山
形
の
旬
の
食「
新
そ
ば
」
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台
中
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I
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仙
台
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設

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
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技
を
つ
な
ぐ

繁
殖
・
飼
育
か
ら
グ
ッ
ズ
ま
で
独
自
の
技
術
と
工
夫
で

ク
ラ
ゲ
展
示
種
数
の
世
界
一
を
実
現

鶴
岡
市
立
加
茂
水
族
館
様
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［ 表紙のイラスト ］

　福島県の会津若松駅から新潟県の小出駅までの約135キロを結ぶJR
只見線。その途中、只見川に架かる薄紫色の「第一只見川橋梁」は、季
節によって変わる山間の風景と相まって奥会津の絶景ポイントとなってい
ます。秋は車窓から鮮やかな紅葉を堪能できます。

「JoinT」バックナンバーはHP でご覧いただけます。
https://www.tohknet.co.jp/joint/
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る
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ジ
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ス
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快
適
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
と

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
を
実
現

福
島
県
農
協
電
算
セ
ン
タ
ー
様
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会
津
大
学
は
１
９
９
３
年
、
国
際

的
な
教
授
陣
を
擁
し
て
開
学
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
理
工
学
に
特
化
し
走
り
続

け
て
き
た
同
大
が
、
宇
宙
開
発
の
分

野
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」（
２

０
０
３
〜
２
０
１
０
年
）
と
、
月
周

回
衛
星
「
か
ぐ
や
」（
２
０
０
７
〜

２
０
０
９
年
）
で
の
貢
献
で
し
た
。

「
は
や
ぶ
さ
」
は
人
類
初
の
地
球
圏

外
天
体
へ
の
往
復
飛
行
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
達
成
。「
か
ぐ
や
」
は
米
国
ア

ポ
ロ
計
画
の
科
学
成
果
を
更
新
し
た

大
型
月
探
査
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成

し
ま
し
た
。

　「
私
の
着
任
前
の
会
津
大
学
で
、米

国
月
探
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
デ
ー
タ
解
析

や
J
A
X
A
の
衛
星
デ
ー
タ
プ
ロ
ト
コ

ル（
S
D
T
P
）
開
発
と
い
っ
た
実
績

は
あ
り
ま
し
た
が
、そ
れ
ら
は
個
人

戦
の
成
果
で
し
た
。や
は
り
大
き
な
ス

テ
ッ
プ
と
な
っ
た
の
は『
は
や
ぶ
さ
』

で
す
。
教
員
と
学
生
の
混
合
チ
ー
ム

が
小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
の
３
次
元
形

状
モ
デ
リ
ン
グ
で
活
躍
し
、会
津
大

学
か
ら
初
め
て『
S
c
i
e
n
c
e
』

（
ア
メ
リ
カ
科
学
振
興
協
会
が
発
行

す
る
学
術
情
報
誌
）で
筆
頭
著
者
論

文
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
出
村
裕
英
教
授
。

　
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
会
津
大

学
は
２
０
０
９
年
に
発
足
し
た
先
端

情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
内
に
宇
宙

情
報
科
学
ク
ラ
ス
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

出
村
准
教
授
（
当
時
）は
そ
の
ク
ラ

ス
タ
ー
長
に
就
き
ま
し
た
。以
後
、
国

内
有
数
の
宇
宙
開
発
の
研
究
拠
点
と

し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
12
月
に
帰
還
す
る「
は
や
ぶ

さ
２
」は
、生
命
や
海
の
材
料
と
な
っ

た
有
機
物
や
水
を
探
索
し
、地
球
の

起
源
を
探
る
こ
と
が
目
的
で
す
。こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
会
津
大
学
は
、観

測
機
器
の
開
発
や
小
惑
星
形
状
の
モ

デ
リ
ン
グ
を
行
う
解
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
会
津
大
学
で
は
、
ほ
か
に
も
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
た
ん
ぽ
ぽ
計

画
」
や
、
２
０
２
４
年
の
「
火
星
衛

星
探
査
計
画
M
M
X
」
な
ど
、
大
小

関
わ
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
宇
宙
開
発
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
参

画
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
が

評
価
さ
れ
て
、
２
０
１
９
年
に
は
文

部
科
学
省
の
大
学
共
同
利
用
機
関

「
月
惑
星
ア
ー
カ
イ
ブ
サ
イ
エ
ン
ス

拠
点
」
に
認
定
さ
れ
、
宇
宙
情
報
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
ま
し
た
。

太
陽
系
天
体
の
起
源
と
進
化
の
解
明

特集

未来への挑戦［特集インタビュー］

会津大学宇宙情報科学研究センターは２０１９年、
文部科学省の「月惑星アーカイブサイエンス拠点」に認定

今年12月、JAXA（宇宙航空研究開発機構）が 2014 年に打ち上げた
小惑星探査機「はやぶさ2」が地球に帰還します。10 年前の「はやぶさ」に続き、
プロジェクトに大きく貢献している会津大学の教員や大学院生の方々。
宇宙開発や深宇宙探査への想いについて、
同大宇宙情報科学研究センター（ARC-Space）センター長の出村裕英教授に伺いました。

①ARC-Space教員と2015年当時の学生たち

②ARC-Space教員と学生のいる会津大学研究棟
③東日本大震災の後、「はやぶさ」「はやぶさ２」両プロジェクトメン
バーより送られた応援メッセージ。

国
内
有
数
の

宇
宙
開
発
の
研
究
拠
点

最
新
の
I
C
T
技
術
で

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
画

1

3

2

特集会津から宇宙に迫る！
会津大学の研究が宇宙開発に貢献

［ プロフィール ］
1970年、東京都生まれ。東京大学大学院理学系研究科
修了、博士（理学）。旧宇宙開発事業団宇宙開発特別研究
員を経て、2002年に会津大学へ赴任。2015年、科学技
術分野の文部科学大臣表彰（科学技術賞）「サイエンスカ
フェおよび講演を通した深宇宙探査の理解増進」をグル
ープ筆頭で受賞。

「宇宙とつながる」
出村 裕英氏

（でむら ひろひで）

会津大学 教授
宇宙情報科学研究センター センター長

公立大学法人会津大学 外観

を
目
指
す
月
惑
星
科
学
へ
の
寄
与
だ

け
で
な
く
、
I
C
T
に
特
化
し
た
会

津
大
学
の
強
み
を
生
か
し
て
宇
宙
科

学
と
情
報
科
学
の
両
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
架
橋
し
、
新
た
な
価
値
を
付
加
し

た
デ
ー
タ
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
開
発

提
供
し
ま
す
。

　「
月
惑
星
ア
ー
カ
イ
ブ
サ
イ
エ
ン
ス

と
い
う
の
は
、
国
内
外
で
取
得
蓄
積

公
開
さ
れ
た
月
惑
星
探
査
機
の
ア
ー

カ
イ
ブ
デ
ー
タ
に
最
新
の
I
C
T
技

術
を
導
入
し
て
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と

デ
ー
タ
を
一
体
で
開
発
整
備
す
る
基

礎
研
究
を
指
し
ま
す
。
宇
宙
科
学（
惑

星
科
学
）
と
情
報
科
学
を
融
合
し
た

宇
宙
情
報
科
学
分
野
の
研
究
を
産
学

官
連
携
に
よ
り
促
進
さ
せ
、
そ
の
成

果
を
学
術
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
提
供
す

る
こ
と
で
、
両
分
野
の
研
究
の
活
性

化
と
技
術
開
発
の
進
展
に
寄
与
し
、

最
終
的
に
太
陽
系
天
体
の
起
源
と
進

化
の
解
明
に
も
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
」
と
出
村
教
授
。

　
大
学
共
同
利
用
機
関
・
共
同
研
究

拠
点
は
、
拠
点
の
リ
ソ
ー
ス
と
国
の

資
金
で
公
募
型
の
共
同
研
究
事
業
を

行
う
日
本
独
自
の
制
度
で
す
。

　「
ア
ー
カ
イ
ブ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い

う
軸
で
、
惑
星
科
学
と
情
報
科
学
の

両
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
架
け
橋
と
し
て
、

国
内
外
の
研
究
者
と
J
A
X
A
や

I
C
T
企
業
の
連
携
を
実
現
し
て
い

き
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
東
北
や
福
島
県
の
企
業
が
、
宇
宙

開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
こ

と
も
多
く
、「
は
や
ぶ
さ
」「
は
や
ぶ

さ
２
」
で
も
、
内
蔵
電
池・通
信
機
器
、

衝
突
装
置
の
部
品
開
発
な
ど
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
出
村
教
授
が
宇
宙
に
興
味
を
持
っ

た
の
は
、
小
学
生
の
時
に
テ
レ
ビ
の

特
番
で
米
国
の
無
人
惑
星
探
査
機
ボ

イ
ジ
ャ
ー
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
画

像
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　「
地
球
外
に
こ
ん
な
別
世
界
が
あ

る
の
か
と
驚
き
、
ま
た
、
そ
の
場
に

探
査
機
を
送
り
込
ん
で
手
を
伸
ば
す

よ
う
に
調
べ
る
と
い
う
研
究
手
段
に

も
魅
了
さ
れ
、
比
較
惑
星
学
や
宇
宙

探
査
理
工
学
に
興
味
を
持
ち
、
現
在

に
至
り
ま
す
」
と
出
村
教
授
。

　
会
津
大
学
に
赴
任
す
る
前
、
旧

宇
宙
開
発
事
業
団
の
宇
宙
開
発
特

別
研
究
員
だ
っ
た
出
村
教
授
は
、
任

期
を
１
年
残
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

複
数
の
大
学
や
研
究
所
の
ポ
ス
ト

に
応
募
し
ま
し
た
。

　「
当
時
、
教
育
職
ポ
ス
ト
は
少
な

く
激
戦
だ
っ
た
の
で
す
が
、
会
津
大

学
か
ら
は
抜
群
に
早
い
段
階
で
採
用

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
早
い
採
否
連

絡
は
採
用
側
の
誠
意
の
現
れ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
決
め
ま
し
た
。
最
初

に
連
絡
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
に
赴
任

し
、
選
考
途
中
の
も
の
を
辞
退
し
て

他
者
が
応
募
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
で
、
研
究
分
野
全
体
の
生
き
残

り
を
図
る
雰
囲
気
が
当
時
は
あ
っ
た

ん
で
す
。
偶
然
の
要
素
が
大
き
か
っ

た
で
す
ね
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
会
津
大
学
は
、
県
内
の
中
高
生

や
全
国
の
高
校
へ
の
出
前
講
義
な

ど
、
次
世
代
層
が
宇
宙
に
興
味
を

持
つ
き
っ
か
け
づ
く
り
に
も
取
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ

て
、
２
０
１
５
年
に
は
文
科
省
科
学

技
術
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　「
実
は
、
私
た
ち
は
、
G
P
S
や
衛

星
測
位
の
技
術
を
使
っ
て
、
す
で
に

宇
宙
の
技
術
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
水
を
売
っ
て
い
る
会
社
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
行
わ
れ
た
浄
水

技
術
の
転
用
な
の
で
す
。
だ
か
ら
宇

宙
と
い
う
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
向
か
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
研
究
開
発
を
す
る
と
い

う
こ
と
が
、
我
々
人
類
社
会
の
利
便

性
や
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
く
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、『
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス

ト
フ
ィ
ー
ル
ド
』
を
舞
台
と
し
た
月

面
開
発
を
見
据
え
た
基
礎
研
究
や
、

実
証
研
究
が
進
む
見
込
み
で
す
。
福

島
で
作
ら
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
月
面
で

稼
働
す
る
よ
う
な
未
来
に
つ
な
が
れ

ば
嬉
し
い
で
す
」
と
熱
く
語
り
ま
す
。

小惑星探査機「はやぶさ2」リュウグウ到着のイラスト
イラスト  池下章裕



　
会
津
大
学
は
１
９
９
３
年
、
国
際

的
な
教
授
陣
を
擁
し
て
開
学
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
理
工
学
に
特
化
し
走
り
続

け
て
き
た
同
大
が
、
宇
宙
開
発
の
分

野
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
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２

０
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３
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０
１
０
年
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、
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回
衛
星
「
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ぐ
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０
０
７
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２
０
０
９
年
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献
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。
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球
圏
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往
復
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ミ
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ョ

ン
を
達
成
。「
か
ぐ
や
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は
米
国
ア

ポ
ロ
計
画
の
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を
更
新
し
た

大
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探
査
の
ミ
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を
達
成
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。
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着
任
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会
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、米

国
月
探
査
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ッ
シ
ョ
ン
の
デ
ー
タ
解
析

や
J
A
X
A
の
衛
星
デ
ー
タ
プ
ロ
ト
コ

ル（
S
D
T
P
）
開
発
と
い
っ
た
実
績

は
あ
り
ま
し
た
が
、そ
れ
ら
は
個
人

戦
の
成
果
で
し
た
。や
は
り
大
き
な
ス

テ
ッ
プ
と
な
っ
た
の
は『
は
や
ぶ
さ
』

で
す
。
教
員
と
学
生
の
混
合
チ
ー
ム

が
小
惑
星
イ
ト
カ
ワ
の
３
次
元
形

状
モ
デ
リ
ン
グ
で
活
躍
し
、会
津
大

学
か
ら
初
め
て『
S
c
i
e
n
c
e
』

（
ア
メ
リ
カ
科
学
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興
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会
が
発
行

す
る
学
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報
誌
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者
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文
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発
表
す
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と
が
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裕
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。
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の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
会
津
大

学
は
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０
０
９
年
に
発
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先
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学
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情
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科
学
ク
ラ
ス
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

出
村
准
教
授
（
当
時
）は
そ
の
ク
ラ

ス
タ
ー
長
に
就
き
ま
し
た
。以
後
、
国

内
有
数
の
宇
宙
開
発
の
研
究
拠
点
と

し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
12
月
に
帰
還
す
る「
は
や
ぶ

さ
２
」は
、生
命
や
海
の
材
料
と
な
っ

た
有
機
物
や
水
を
探
索
し
、地
球
の

起
源
を
探
る
こ
と
が
目
的
で
す
。こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
会
津
大
学
は
、観

測
機
器
の
開
発
や
小
惑
星
形
状
の
モ

デ
リ
ン
グ
を
行
う
解
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
会
津
大
学
で
は
、
ほ
か
に
も
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
た
ん
ぽ
ぽ
計

画
」
や
、
２
０
２
４
年
の
「
火
星
衛

星
探
査
計
画
M
M
X
」
な
ど
、
大
小

関
わ
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
宇
宙
開
発
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
参

画
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
が

評
価
さ
れ
て
、
２
０
１
９
年
に
は
文

部
科
学
省
の
大
学
共
同
利
用
機
関

「
月
惑
星
ア
ー
カ
イ
ブ
サ
イ
エ
ン
ス

拠
点
」
に
認
定
さ
れ
、
宇
宙
情
報
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
ま
し
た
。

太
陽
系
天
体
の
起
源
と
進
化
の
解
明

奥平 恭子氏

を
目
指
す
月
惑
星
科
学
へ
の
寄
与
だ

け
で
な
く
、
I
C
T
に
特
化
し
た
会

津
大
学
の
強
み
を
生
か
し
て
宇
宙
科

学
と
情
報
科
学
の
両
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
架
橋
し
、
新
た
な
価
値
を
付
加
し

た
デ
ー
タ
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
開
発

提
供
し
ま
す
。

　「
月
惑
星
ア
ー
カ
イ
ブ
サ
イ
エ
ン
ス

と
い
う
の
は
、
国
内
外
で
取
得
蓄
積

公
開
さ
れ
た
月
惑
星
探
査
機
の
ア
ー

カ
イ
ブ
デ
ー
タ
に
最
新
の
I
C
T
技

術
を
導
入
し
て
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と

デ
ー
タ
を
一
体
で
開
発
整
備
す
る
基

礎
研
究
を
指
し
ま
す
。
宇
宙
科
学（
惑

星
科
学
）
と
情
報
科
学
を
融
合
し
た

宇
宙
情
報
科
学
分
野
の
研
究
を
産
学

官
連
携
に
よ
り
促
進
さ
せ
、
そ
の
成

果
を
学
術
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
提
供
す

る
こ
と
で
、
両
分
野
の
研
究
の
活
性

化
と
技
術
開
発
の
進
展
に
寄
与
し
、

最
終
的
に
太
陽
系
天
体
の
起
源
と
進

化
の
解
明
に
も
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
」
と
出
村
教
授
。

　
大
学
共
同
利
用
機
関
・
共
同
研
究

拠
点
は
、
拠
点
の
リ
ソ
ー
ス
と
国
の

資
金
で
公
募
型
の
共
同
研
究
事
業
を

行
う
日
本
独
自
の
制
度
で
す
。

　「
ア
ー
カ
イ
ブ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い

う
軸
で
、
惑
星
科
学
と
情
報
科
学
の

両
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
架
け
橋
と
し
て
、

国
内
外
の
研
究
者
と
J
A
X
A
や

I
C
T
企
業
の
連
携
を
実
現
し
て
い

き
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
東
北
や
福
島
県
の
企
業
が
、
宇
宙

開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
こ

と
も
多
く
、「
は
や
ぶ
さ
」「
は
や
ぶ

さ
２
」
で
も
、
内
蔵
電
池・通
信
機
器
、

衝
突
装
置
の
部
品
開
発
な
ど
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
出
村
教
授
が
宇
宙
に
興
味
を
持
っ

た
の
は
、
小
学
生
の
時
に
テ
レ
ビ
の

特
番
で
米
国
の
無
人
惑
星
探
査
機
ボ

イ
ジ
ャ
ー
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
画

像
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　「
地
球
外
に
こ
ん
な
別
世
界
が
あ

る
の
か
と
驚
き
、
ま
た
、
そ
の
場
に

探
査
機
を
送
り
込
ん
で
手
を
伸
ば
す

よ
う
に
調
べ
る
と
い
う
研
究
手
段
に

も
魅
了
さ
れ
、
比
較
惑
星
学
や
宇
宙

探
査
理
工
学
に
興
味
を
持
ち
、
現
在

に
至
り
ま
す
」
と
出
村
教
授
。

　
会
津
大
学
に
赴
任
す
る
前
、
旧

宇
宙
開
発
事
業
団
の
宇
宙
開
発
特

別
研
究
員
だ
っ
た
出
村
教
授
は
、
任

期
を
１
年
残
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

複
数
の
大
学
や
研
究
所
の
ポ
ス
ト

に
応
募
し
ま
し
た
。

　「
当
時
、
教
育
職
ポ
ス
ト
は
少
な

く
激
戦
だ
っ
た
の
で
す
が
、
会
津
大

学
か
ら
は
抜
群
に
早
い
段
階
で
採
用

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
早
い
採
否
連

絡
は
採
用
側
の
誠
意
の
現
れ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
決
め
ま
し
た
。
最
初

に
連
絡
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
に
赴
任

し
、
選
考
途
中
の
も
の
を
辞
退
し
て

他
者
が
応
募
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
で
、
研
究
分
野
全
体
の
生
き
残

り
を
図
る
雰
囲
気
が
当
時
は
あ
っ
た

ん
で
す
。
偶
然
の
要
素
が
大
き
か
っ

た
で
す
ね
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
会
津
大
学
は
、
県
内
の
中
高
生

や
全
国
の
高
校
へ
の
出
前
講
義
な

ど
、
次
世
代
層
が
宇
宙
に
興
味
を

持
つ
き
っ
か
け
づ
く
り
に
も
取
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ

て
、
２
０
１
５
年
に
は
文
科
省
科
学

技
術
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　「
実
は
、
私
た
ち
は
、
G
P
S
や
衛

星
測
位
の
技
術
を
使
っ
て
、
す
で
に

宇
宙
の
技
術
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
水
を
売
っ
て
い
る
会
社
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
行
わ
れ
た
浄
水

技
術
の
転
用
な
の
で
す
。
だ
か
ら
宇

宙
と
い
う
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
向
か
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
研
究
開
発
を
す
る
と
い

う
こ
と
が
、
我
々
人
類
社
会
の
利
便

性
や
豊
か
さ
に
つ
な
が
っ
て
く
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、『
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス

ト
フ
ィ
ー
ル
ド
』
を
舞
台
と
し
た
月

面
開
発
を
見
据
え
た
基
礎
研
究
や
、

実
証
研
究
が
進
む
見
込
み
で
す
。
福

島
で
作
ら
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
が
月
面
で

稼
働
す
る
よ
う
な
未
来
に
つ
な
が
れ

ば
嬉
し
い
で
す
」
と
熱
く
語
り
ま
す
。

①「はやぶさ2」プロジェクトには、多くの会津大学の教員、学生が参加しているほか、福島県内の関係企業も機器の開発に携わっています。●プロフィール／2008年10
月より会津大学企画運営室
の准教授として勤務。本務
のかたわら、前職のJAXAで
関わってきたサンプルリター
ンミッション（はやぶさ1、たん
ぽぽ計画など）やNASAのス
ターダスト計画（彗星からの
サンプルリターン）に参画。

0506

特集 特集

TOHKnet 福島支社 大場 裕也

未来への挑戦［特集インタビュー］

実行までできる探究心を
持ち続ける大切さ

インタビューから考える

国際宇宙ステーション「たんぽぽ計画」

つなぐ思い

宇
宙
へ
の
興
味
を

社
会
還
元
に
つ
な
げ
て

宇宙情報科学分野の研究を産学官連携により促進させ、成果を提供

4

1

2

3

　2016年に入社後はずっと仙台勤務で、福島支社
は異動して2年になります。宇宙についてあまり知識
がなかったのですが、「はやぶさ」や「はやぶさ2」の
話題は、ニュースなどでよく耳にして知っていました。
　今回取材の際に、そのプロジェクトに福島県の
会津大学や企業が参画していることを知り、驚き
が大きかったです。
　私自身は、技術系の仕事を担当していますが、
分野が異なる出村教授のお話を伺い、実行に移せ
る「探究心」を持ち続けることの大切さを改めて考
えさせられました。
　宇宙の未知の生命体や物体については、個人的
に興味がありますし、永遠の謎なのかなと思って
います。踏み入れたことのない分野のお話はとて
も勉強になり、地球だけでなく宇宙に視野を広め
る良い機会をいただいたと思います。

「たんぽぽ計画」は、国際
宇宙ステーション上の日本
実験棟「きぼう」で行われ
ているJAXAの宇宙実験の
一つです。
　宇宙空間（宇宙ステー
ションの船外）に特殊な捕獲材を設置し、宇宙由来や
地球からの微小な塵をそれに採集します。地球に帰
還した捕獲材のパネルの画像から、機械学習で試料
形状の自動分類を行ったり、地元ベンチャーと協働で
試料のデータベースを作成しています。
　会津大学で行なう研究は、コンピュータを用いて行
い、学生もより効率の良い手法などを議論して考えま
す。画像に写る小さな「星屑」から、地球生命の起源
や宇宙空間への拡がりを解明していきます。

③ARC-Space 開発の 3D-GIS ソフトウエア
「AiGIS」で可視化された、「はやぶさ２」小惑星
リュウグウ のデータ。形状モデルも会津大製。

④ARC-Space教員と学生の活動紹介
　https://www.facebook.com/SpaceSoftUoA

会津大学企画運営室（兼）
宇宙情報科学研究センター

 

②出村教授と学生たちによるディスカッションの様子。

准教授
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TOHKnet 青森支社
山本 工史

青
森
市
＆
中
津
軽
エ
リ
ア
の
食
事
と
お
土
産
ど
こ
ろ

vol.32 青森編

青森市＆中津軽エリア、西津軽エリアの食と自然を満喫するスポットをご紹介します！

﹇
地
域
ナ
ビ
﹈

地
元
の
コ
ト
は
地
元
の
人
に
聞
く
の
が
イ
チ
バ
ン
！

東
北
＆
新
潟
の
魅
力
を
社
員
の
目
線
で
お
届
け
し
ま
す
。

今
回
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
す
る
の
は

青
森
支
社
の
山
本
工
史
と
菅
原
拓
海
。

お
す
す
め
の
地
元
ネ
タ
と
は
？

地
元
の
魅
力

知
り
た
い
、
伝
え
た
い
！

　
西
津
軽
エ
リ
ア
の
大
自
然
を
満

喫
す
る
な
ら
、
青
森
県
と
秋
田
県
を

結
ぶ
五
能
線「
リ
ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
」

が
お
す
す
め
で
す
。車
窓
か
ら
は
日

本
海
や
世
界
自
然
遺
産
・
白
神
山

地
の
豊
か
な
景
色
が
楽
し
め
ま
す
。

　
沿
線
の
鰺
ヶ
沢
町
に
は
白
神
山

地
を
源
流
と
す
る
「
赤
石
渓
流
」
が

あ
り
、
ブ
ナ
林
に
囲
ま
れ
、
秋
は
黄

金
色
に
色
付
く
木
々
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。川
の
水
は
澄
ん
で
い

て
美
し
く
、
ア
ユ
が
釣
れ
る
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　
隣
の
深
浦
町
に
は
、
約
2
0
0
年

前
の
地
震
で
隆
起
し
て
で
き
た
「
千

畳
敷
海
岸
」
が
あ
り
ま
す
。約
12
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
渡
る
海
岸
線
に
は

数
多
く
の
奇
岩
が
点
在
し
て
お
り
、

変
化
に
富
ん
だ
景
観
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
深
浦
町
に
は
夕
景
が
美
し

い
「
黄
金
崎
不
老
ふ
死
温
泉
」
が
あ

り
ま
す
。波
打
ち
際
に
あ
る
露
天
風

呂
か
ら
は
、
夕
日
に
照
ら
さ
れ
て
茜

色
に
染
ま
る
日
本
海
を
望
む
こ
と

が
で
き
、情
緒
豊
か
で
す
。

　
白
神
山
地
の
西
麓
に
は
33
の
湖

沼
か
ら
な
る「
十
二
湖
」が
あ
り
、そ

の
1
つ
で
あ
る
青
池
は
鮮
や
か
な

ブ
ル
ー
の
湖
面
で
有
名
で
す
。散
策

コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
お
り
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
め
ま
す
。落
口

の
池
の
前
に
あ
る
「
十
二
湖
庵
」
で

は
抹
茶
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

西
津
軽
エ
リ
ア
の

自
然
豊
か
な
景
色
を
楽
し
む

青森県田舎舘村出身。2011年入社。
2019年7月より青森支社勤務。青森県全域を担当。

❶「味の札幌 大西」の味噌カレー牛乳ラーメン。
❷「中華料理みんぱい」の油淋鶏定食。
❸「あっぷるはうす」の内観。
❹「あっぷるはうす」のアップルパイ。

「味の札幌 大西」
TEL.017-723-1036
11:00～21:30 ※不定休 (年末年始と9月に数日休業)

「あっぷるはうす」
TEL.0172-53-1650
8:00～17:30(4～10月)、8:00～17:00(11～3月)
※12月31日～1月3日休業

「中華料理みんぱい」
TEL.0172-36-8948
11:00～15:00 ※月曜定休(祝日の場合は翌日)

「鰺ヶ沢町政策推進課観光商工班」
TEL.0173-72-2111
http://www.ajiiku.jp/
「深浦町観光協会」
TEL.0173-74-3320
http://fukadoko.jp/（ふかどこ）
「株式会社 黄金崎不老不死温泉」
TEL.0173-74-3500
深浦町大字舮作字下清滝15

10

34

12

12 11

910

56

78

1314

1516

TOHKnet 青森支社
菅原 拓海
秋田市出身。2016年入社。
2018年7月より青森支社勤務。光ケーブルの保守工事などを担当。

❾赤石川の恵みや紅葉が楽しめる「赤石渓流」。
●奇岩が連なる「千畳敷海岸」。
●サンセットが美しい「黄金崎不老ふ死温泉」の露天風呂。
●「十二湖」を代表する青池。

　
青
森
市
に
は
個
性
豊
か
な
ご
当

地
ラ
ー
メ
ン
が
数
多
く
あ
り
、
中
で

も
、
青
森
駅
か
ら
徒
歩
圏
内
の
「
味

の
札
幌 

大
西
」
で
は
白
味
噌
と
カ

レ
ー
粉
、
牛
乳
を
使
っ
た
「
味
噌
カ

レ
ー
牛
乳
ラ
ー
メ
ン
」が
名
物
。ス
ー

プ
は
口
当
た
り
が
さ
ら
っ
と
し
て
い

ま
す
が
、
バ
タ
ー
が
ト
ッ
ピ
ン
グ
さ

れ
て
い
て
食
べ
進
め
る
う
ち
に
コ
ク

が
増
し
て
い
き
ま
す
。麺
は
ス
ー
プ

に
よ
く
絡
む
中
太
縮
れ
麺
で
、
モ
チ

モ
チ
と
し
た
食
感
が
楽
し
め
ま
す
。

　
弘
前
市
に
あ
る「
中
華
料
理
み
ん

ぱ
い
」は
、定
食
や
チ
ャ
ー
ハ
ン
、焼

き
そ
ば
な
ど
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー
が

豊
富
で
す
。人
気
の
油
淋
鶏
定
食

は
、食
べ
応
え
の
あ
る
大
き
な
唐
揚

げ
が
、醤
油
ベ
ー
ス
の
甘
酸
っ
ぱ
い

香
味
ダ
レ
と
よ
く
合
い
ご
飯
が
進

み
ま
す
。

　
り
ん
ご
の
加
工
品
や
地
場
産
野

菜
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
黒
石
市

の
産
直
施
設
「
あ
っ
ぷ
る
は
う
す
」

は
、
黒
石
産
り
ん
ご
を
た
っ
ぷ
り

使
っ
た
手
作
り
の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ

が
お
す
す
め
。り
ん
ご
の
甘
み
と

バ
タ
ー
の
香
り
が
口
い
っ
ぱ
い
に

広
が
り
ま
す
。秋
に
な
る
と
手
頃

な
価
格
で
手
に
入
る
の
が
、
南
八

甲
田
山
麓
の
沖
揚
平
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
赤
カ
ブ
、キ
ャ
ベ
ツ
、大
根

な
ど
の
高
原
野
菜
。新
鮮
で
野
菜

の
旨
味
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
の

で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
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5 6 87

13 14 15 16
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こちらも
おすすめ ★つがる地球村でアウトドアを満喫
　つがる市には豊かな緑に囲まれた滞在
型複合リゾート施設「つがる地球村」があり
ます。敷地内にはコテージやホテルを運営
する宿泊施設「藤山邸」やオートキャンプ
場、レストランなどがあり、アウトドア初心
者でも安心して楽しめる充実した施設が魅
力です。雄大な岩木山を一望することがで
き、自然を感じながらゆったりと過ごせます。
　キャンプ場の隣には、子どもも大人も楽
しめる巨大遊具「チャイルド・ウッズ」があ

ります。アスレチックを登ると、直角に滑り
落ちるスリル満点のジャイアントスライダー
が楽しめます。
　アウトドアで疲れた体を癒すのにおすす
めなのが、今年の5月に新設されたつがる
地球村温泉。源泉掛け流しの大浴場や露
天風呂、サウナなどが設けられた人気のリ
ラクゼーション施設です。お湯は透明でや
やとろみがあり、湯上りには肌がツルツル
になります。

13「つがる地球村」のオートキャンプ場。
14コテージの内観。 
15トンネルスライダーなどが付いた巨大遊具。
16源泉掛け流しの温泉が楽しめる大浴場。

こちらも
おすすめ ★青森市を代表する観光スポット
　青森駅直結の青森ベイサイドには観光ス
ポットが充実しています。ねぶた祭の歴史や
文化をさまざまな展示物や体験を通して学
ベるのが、青森市文化観光交流施設「ねぶ
たの家 ワ・ラッセ」。2階まで吹き抜けになっ
たねぶたホールでは、お祭り本番に運行した
ねぶたを1年中見学することができます。実
際に触れて質感や構造を確かめられるタッ
チねぶたや、映像や写真を通してねぶたの
制作工程などを学べるねぶたグラフィティも

おすすめです。
　 ワ・ラッセの隣 にある商 業 施 設
「A-FACTORY(エーファクトリー)」では、県
産食材を使ったお土産が豊富に揃ってい
ます。ガラス越しに工房内を見ることがで
きるシードル工房があり、県産りんごを使っ
たシードルやジュースを製造しています。
シードルの有料試飲コーナーもあり、全8
種類を飲み比べることができます。※搾汁
工程は毎日見られるわけではありません。

❺「ねぶたの家 ワ・ラッセ」の外観。
❻「ねぶたの家 ワ・ラッセ」の大型展示ねぶた。
❼「A-FACTORY(エーファクトリー)」の外観。
❽「A-FACTORY(エーファクトリー)」のシードル工房。

1

2
43



［新たな価値をつくるビジネス］

導 入 事 例

福島県農協電算センター様

　

福
島
県
農
協
電
算
セ
ン
タ
ー
様
は
、

2
0
0
9
年
に
T
O
H
K
n
e
t
の
回

線
を
主
回
線
と
し
て
導
入
し
、
福
島
県

内
の
全
J
A
の
拠
点
に
お
け
る
電
算
シ

ス
テ
ム
の
受
託
開
発
、運
用
・
保
守
な
ど

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
現
行
の
県
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
機
器
の
老
朽
化
対
策
と
あ
わ
せ

て
、
現
状
の
課
題
で
あ
る
拠
点
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
回
線
の
拡
充
、
基
幹
・
拠
点
回
線
の

帯
域
確
保
、
不
正
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利

用
の
防
止
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
定
化
を

は
か
る
と
と
も
に
、
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可
視
化

や
、
共
有
化
に
よ
り
、
県
域
イ
ン
ト
ラ
ネ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
検
討
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
以
前
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
回
線

二
重
化
が
必
要
な
拠
点
の
対
策
が
不
十

分
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
シ
ス
テ
ム
の
通
信

量
増
加
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た

め
、
複
数
社
に
提
案
を
依
頼
し
た
と
こ

ろ
、
メ
イ
ン
回
線
を
T
O
H
K
n
e
t
で

継
続
す
る
こ
と
で
、
安
価
で
最
も
優
れ
た

構
成
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
福
島
県
農
協
電
算
セ
ン
タ
ー
阿
部
部

長
。T
O
H
K
n
e
t
は
多
拠
点
間
を
高

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
高
品
質
、
広
帯
域
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
接
続
す
る
広
域
型
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
「
V‒

L
A
N
」
を

提
案
。さ
ら
に
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
回
線
と

し
て
他
社
キ
ャ
リ
ア
の
回
線
を
有
効
活

用
し
て
、
回
線
を
マ
ル
チ
キ
ャ
リ
ア
で
二

重
化
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
を
強
化
。さ
ら
に
、
県
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
再
構
築
と
同
時
期
に
、
B
C
P
強
化

対
策
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
耐
震
強

化
や
サ
ー
バ
ル
ー
ム
の
免
震
化
に
取
り

組
み
ま
し
た
。今
回
再
構
築
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
機
器
類
は
、
免
震
ラ
ッ
ク
へ
の

搭
載
第
一
号
と
な
り
ま
し
た
。

　

J
A
福
島
グ
ル
ー
プ
の
あ
ら
ゆ
る
シ

ス
テ
ム
や
デ
ー
タ
を
管
理
し
て
い
る
福

島
県
農
協
電
算
セ
ン
タ
ー
様
は
、
J
A

本
店
や
金
融
店
舗
等
で
、
既
設
の
光
回

線
（
ひ
か
り
電
話
や
既
設
回
線
の
空
き

セ
ッ
シ
ョ
ン
）を
有
効
利
用
し
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
回
線
に
か
か
る
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。ま
た
、
メ
イ
ン
の
回
線
は

T
O
H
K
n
e
t
の
「
V‒

L
A
N
」
で

す
が
、
他
社
の
光
電
話
回
線
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
と
す
る
こ
と
で
マ
ル
チ
キ
ャ
リ

ア
構
成
を
図
り
、
万
が
一
主
回
線
に
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
場
合
も
万
全
な
も
の

に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
福
島
県
内
の
保
守
５
拠
点

に
無
線
用
ル
ー
タ
を
配
備
。有
線
回
線

障
害
時
に
は
保
守
員
が
無
線
用
ル
ー
タ

を
拠
点
に
設
置
し
て
無
線
接
続
へ
の
切

替
え
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

　

T
O
H
K
n
e
t
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
の
回
線
・
保
守
契
約
を
整
理
す
る
こ

と
で
、
拠
点
の
追
加
・
廃
止
ご
と
の
回

線
・
保
守
契
約
の
事
務
処
理
を
効
率
化

し
、期
間
の
短
縮
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
T
O
H
K
n
e
t
は
、
ベ
ン
ダ
ー

と
連
携
し
て
提
案
や
臨
機
応
変
な
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
る
の
で
心
強
い
で

す
。今
回
は
、コ
ス
ト
を
抑
え
て
付
加
価

値
の
あ
る
提
案
を
し
て
い
た
だ
き
助
か

り
ま
し
た
。次
期
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
は
、
そ
の
時
の
ニ
ー
ズ
に
合
致

し
た
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
案
を
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

永
沼
課
長
。

　
「
今
後
は
、J
A
グ
ル
ー
プ
の
全
国
域

か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
、
県
セ
ン
タ
ー

が
被
災
し
た
場
合
で
も
、
J
A
店
舗
か

ら
全
国
域
に
接
続
で
き
る
よ
う
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
て
い
く
予
定
で

す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

1112

帯
域
確
保
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、

マ
ル
チ
キ
ャ
リ
ア
構
成
で
B
C
P
対
策
を
強
化

最適なネットワーク環境と
セキュリティ強化を実現

※文中に記載の組織名・所属・役職・サービス名などはすべて2020年7月時点のものです。 ※リモートでweb会議形式の取材を実施しました。

TOHKnetの
「V-LAN」を主回線にしたマルチキャリア構成

提案のPOINT

バックアップ回線の強化と
十分な帯域確保

クローズドネットワークで
セキュリティ強化

ベンダーと連携した
きめ細かいサポート体制 

＊ ネットワーク構 成

よ
り
強
固
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と

回
線
の
見
直
し
を
図
る

回
線
の
二
重
化
な
ど
で
リ
ス
ク
を
防
ぎ

理
想
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

福島県福島市北矢野目字下成田22-3
TEL.024-554-3600

福島県農協電算センター

＊ 組 織 概 要

　福島県農協電算センターは、ＪＡグループ福島の情報対策の実践部署ならびに共

同利用施設として、ＪＡが利用する県域システムの提供、およびＪＡのシステム利用

に必要なシステム基盤、ネットワーク基盤、端末基盤を運用・管理しています。

　ＪＡの重要な情報資産を守るため、情報セキュリティ対策の強化と維持管理の実

施に努めています。

JA業務を中心としたシステムの企画・開発・運用

お客さまのご要望に最適なご提案をします
　福島県農協電算センター様は、10年以上前から当社の回線をご利用いただいており、快適な通信環境の再構築を
目的とされ、今回の導入検討についてお声がけいただきました。
　JA グループ福島のシステム運用への対応に加え、全国組織の JA 独自の端末機などを保有し顧客情報を管理して
いるため、情報セキュリティの課題にも取組む必要がありました。
　サービス品質保証制度（SLA）を備えた高速イーサネット網サービス「V-LAN」は、広帯域で安価な料金を実現した企
業向けネットワークサービスです。コスト面を考慮し、多拠点間を安心・安全なネットワークで接続したいというお客さ
まの要望に合致するサービスです。これからも通信回線の利用状況に応じて、最適な通信環境を実現するためのサー
ビスを提案していきたいと考えています。

担当者／TOHKnet  福島支社　米山 健司

運用部運用課課長

（ながぬま ゆきひろ）

永沼 幸浩様
運用部部長

（あべ ひろし）

阿部 広志様

異経路二重化

一般店舗 店外ATM

（バックアップ有）（バックアップ有）（バックアップ有）

金融店舗等JA本店

県域バックアップ
（無線）

県域バックアップ
（他社）

福島県農協電算センター

県域ネットワーク
V-LAN

（高速イーサネット網サービス）

❷

❸

❶

❹

①福島県農協電算センター外観。

②福島県農協電算センターサーバ室。

③サーバ室内部。

④オンライン取材風景（TOHKnet側）。





「
JoinT」の

コ
ン
セ
プ
ト
は「
つ
な
ぐ
」で
す
。こ
の
広
報
誌
を
き
っ
か
け
に
、人
、地
域
そ
し
て
明
日
へ
つ
な
げ
る
力
を
つ
くっ
て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

JoinT vol.32  2020
年
9
月
15日

発
行
　
編
集
発
行
／
東
北
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
通
信
株
式
会
社「
JoinT」編

集
室
  〒
980-0811  仙

台
市
青
葉
区
一
番
町
三
丁
目
7-1 電

力
ビ
ル
2F  https://w

w
w
.tohknet.co.jp/　

制
作
協
力
／
株
式
会
社
創
童
舎
・
株
式
会
社
ピ
ー
ビ
ー
パ
イ
ロ
ッ
ツ

「
ジ
ョ
イ
ン
ト
」

【お問合せ】 TEL:022-799-4211（受付時間／平日9:00～17:00）  e-mail : joint@tohknet.co.jp
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テレワークの支援ツールは、テレワークを円滑に運用するための重要な手段です。
当社がどのような支援ツールを活用してテレワークを推進したか、取組みの一例をご紹介します。

地域密着・きめ細かな顧客対応で、
ITインフラの普及に実績のあるトークネットがテレワーク推進に適切な情報を提供し、

安全・快適な通信環境構築を含めたトータルなご提案をいたします。

I N F O R M AT I O N

トークネットのテレワーク実践ガイド
支援ツールをフル活用したテレワーク実現への取組みをご紹介

テレワーク導入のご相談はトークネットへ

構築・導入のお手伝い

最適なシステム・ツールを提案

サポート
情報・課題を仕分けするお手伝い

現状把握をもとに課題整理

ナビゲート ＆

リモートアクセスツール
職場にいるようにホームワーク

在宅勤務

サテライトオフィス
勤務

テレワーク推進

55つのキーポイント
のための

POINT
1

POINT
4

POINT
5

POINT
3

POINT
2

名刺管理ツール
名刺情報をどこでも活用

オフィス勤務

モバイル
ワーク

詳しい内容はホームページをご覧ください。 
（https://www.tohknet.co.jp/service/telework/qa）

スマホ内線化ツール
自宅から内線通話

ビジネスチャットツール
社員間の会話や連絡をスムーズに

オンライン商談ツール
いつでもどこでもセールス
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